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電子ボタン電話システム｢ET-シリーズ+
HitachiElectric KeY Telephone SYSteml､ET Series′'

ボタン1=正一i.I装祥=ま,その小水グ)拙いやすきかごっノユこく小小触帖■it掛叶を小心に川い

られてjぅり,日7三和55まト性ネこの他.さ貨数は600ノノ子iに托し,拉j珪の;プ,言安グ)伸びは若い､

(｢け川上場で昭和51年かJ⊃55牛♂‾)5f川りに4.5倍の伸びヰりもグ)かあるr_J

日_立二製作り叶では､従水内練30てと丁までカバーできるU形ボタン′■=に.i.キ装iT】二を枇ノ′七して

きたが,j辻勺二介業f.モ軌の才一11碓化,】て■い空化及び∵効率化に伴い,多様なサーービス機能

(多機能化)と,内維を多数収?fできる(人?音読化)システムに対する賀ヤ壬か■llさjまって

きた｡】また,
一ノブでは妓社の-､‡rニヰ体托術,ソフトウエア技術の拝しいj吐射二.より,

ボタンノ左.訪米Liチエのような端‾ん設備にまで1一己J′一化,ソフトウェア化が托術的,綿i糾くJ

に可能とな一ノてきた｡

そこで､臼､土製作所では,従来のボタン電話装置に比べ,機能的にも,デザイン

的にもイメーージを-･新し,過JIJてiどi域い勺線数64了乙丁圭で拡大Lた一屯J'一ボタン`■に.喜一1シス

テム｢ETシリース'+を】;㌻Jヲ己L,納入を開始している‥

本ETシリーズは,マイクロプロセッサや電‾戸部品の大幅な才刹1jと舟木抑11制イ‾ii与プ･グ)

デイ ジタ′し仁こぅ娃′とに.よって,ケ‥ブル♂‾)少心線化,多機能化及びノヾ?妄-Ef呈∵化をトJ川与に

_速成することがでさた‥
また,シートキーーポーートをj■呆‖Jし,i掛r壬でコンパクトな,Lかい析析なデザイン

と Lている`〕

n 緒 言

ボタン′i庄一さi〔装i;】tこは,そ〝)本′托r】てJ三拝1ミすなわち複数の村維を

枚数のノ.=江.言.I機でJし川イ小口できること､簡坊なノブ法で転j近ノ女び

r‾勺純朴1年墟i言古ができること,り線を 一帖保留できることな･ど

によってJユニく小′ト槻似の-Ji紫l叶で仙椚されてきたり また,人

睨枚l壬i某所でもPBX(′構l勺交椎ノ屯一読)叫勺線化抑二†むjlゴされる

ケ【スも少なくない(､しかL, 一ノノ▲ではその本門的IHj越すな

わちケーブ′し心根敷か織めて多く(40～80心),内線収不能ブJ

も拉人が30に限1Lきれること,圭た,f)BXに比べサービスク

ラスを含む各稚サーービスに限界があることなどがあり,その

収淳が強く亡だ去れていた‥

二のような要ヤ三にこたえて,姑一人64l口l組まで収芥できる多

機能で,ケーーブルを少心純化〔4本)Lた､斬新なデザイン

(図1)の抑【-EJ′一ボタン1一江ii一再システムrETシリーズ+を標畔化

LたL〕

囚 特 長

システムの特上主を列挙する上火のようになる｡

し1)少心線化

上装iiffとボタン′応訴機との接続は,心線4心のスタ【ノノJぺ

で従来の40～80心に比べて,1丁こ丁二Ilたりの配線ケーブル数は

2対と轍めて少なく細くなってし､る｡二れにより,外観の向

卜のほか,工事,移設が極めて谷易となった｡

(2)多機能化

約60数椎のサービス機能が什与でき,サービスクラスを含

めて一i･Eナ∫(PBXとほとんどト+等の機能が付与できる｡

(3)シリーズ化

Jd線6､内線16のET-616から局線20,内鶴と64のET-2064

まで5柏類がシリーズ化されている(表1)√二､

18度

ノ′二､

J〉ノ吋

〆

藤森重造*

吉田達夫**

高塚貞夫**

ご′=鸞較≦､､三…"三
山′､､∴､､ごム盗乙､ふ

(a)外観

ノんヱわ八小JJ=J･J

71(J√バJハリl′り.ヾ/!〆′んJ

5(〃/〔/り れJん(りヌー(ん〃

送受器

スピーカ

外線ボタン

外線ランプ

内線拒否ボタン

モニタボタン

話中応答ボタン

3者通話ボタン

再発信ボタン

保留ボタン

内線ボタン

押しボタン
ダイヤル

88

少rン

(b)寸法と操作面角度

図l 電子ボタン電話機の外観 小形で薄く.シートキーボードを採

用Lた斬新なデザインにまとめている(横幅200mm)｡

*1】J二製作所j劇∴機･ト菓耶 **【トンニ懲望作巾)iJ家丁場一柳缶分1号

29



186 日立評論 VO+.64 No.3(19823)

表l 電子ボタン電話｢ETシリーズ+機種一覧 ｢巨Tシリーズ+は5

寸幾種用意されており,従来のボタン電話より内線通話路を増やL,トラフィッ

ク耐力をもたせてし､る

-＼-､_ 機種

項目＼＼＼＼＼
ET-616 巨T-824 ET1232 ET1664 ET-ZO64

局 線 数

基本 4 4 8 8 8

増設 2 4 4 4十4 4十 4＋-4

容量 6 8 12 i6 20

電 言古 機 容 呂 16 24 32 64 64

電話機

対応回路

基本 16 16 16 32 3Z

増設 8 16 !6116 16 卜16

容量 16 24 32 64 64

内線

通話路数

基本 6 6 6 6 6

容量 6 6 6 6 6

(4) シートキーーポー トj‾末川

ボタン`心1i.㌧機で抑めてシートキ‥ポ‥卜をす呆朋L/二ニ ヒに

上り,従水にJセベて′ト什壬化､滞什三化され,独和グ)カラーリ ン

ノ1二よノノて枇めて斬新ち一千サイ ンをり三上岨できた.､

(5)′〆さ弘な拙作什

ノ‖J紬がr)Pノノ▲+▼じ(Ⅰ■州臼こダイヤルJ()でも､ノ■‾に.i■-1機はすべて州

しボタンん■人て･､純
一し,椎什Lやすく

しノている.｡

(6)り拙汁占/l二‾吋能

システム11=ニl)Bん⊥･((｢71ノン__1ボタンノ〔)り線とDPん∴八

(′ll】1虹ダ'イヤル⊥･いん,J組キi■呈▲占/1二させる二.とができる.

田 方式,機能及び性能

3.1方式,構成

システム系統川を回2:二,中継ん‾_ぺを図3に′jこす.

_卜装irHま,1千体を]ントl‾7--ルするSBC(シング′しコン
ピ

ュータ),`■に.さ.I一報とのデー一夕f∠七.1_拉を′ヱけ11つKTC(ノi一に.i-.Iコン

トローラ),DTRU(データ.;拉一之イ∴ユニット),んJ線‾丈J､ユ山根

とのインタフェースとなるCOU(局線ユニット),SWM(スイ

ッチマトリ ックス),SWBrスイッチボード),仙1人月◆データ

の.さ貨従など化さ勺エバーと♂)インタフェースとなるKB(キーボー

ド),ノ之びKBC(キーボードコントローラ､)によって帖I戊され

ている【〕

SBCには,汁L川8ビットマイクロプロセlソサを仙川L,1占1

1とi言亡忙素十ヒLてEI)ROM(Erasable Programmable Read

Only Memory),
一時記憶素J′･としてスタティソクRAM(Ran-

主 装 置

LIF

ボタン電話慌

山口:ロ

田∃

｢
‾

DSS付電話機

外部電池

■い

AClOOV

SRD

DTRU

KTC

SWM

SWB

局線

本電話機

･】吉ニ'､

切分器

20P屋内ケープル

主

装

置

増設ベル

AC100〉

じ而

子
月呈

2P屋内ケーブル

2P屋内ケーブル

ボタン電話穫

壁掛形ホタン電話戦

ドアホン

図2 電子ボタン電話装置システム系続図 各電話機ごとに4本の

ケーブルを布諾する 本電話ヰ幾の設置は,フ去的に義務づけられている

d()m Access Mem()ry)を仙川しr7ンポーートに収めている√,

RAMにはKB､KBCを介〔ノたノ州人月‾テ∴-一夕,システムデー

タか桁納されてJ;り,仲`.に叫は乾`.に?也に.よって/ヾリクアリプ

される(=.KTCにも汁LJlj8ビ･ソトマイクロフロセ､ノサを1勺機L

■=に.言.1鵬64T乙丁をコントロー′しLて才プリ,トIfじ主ii山麓素J′一として

EPRO帆
-･咋.言山ユ素J′･とLてスタティソクRAMをイ射暮JLて

いるし1DTRUは′■‾に.‾i.I機へ･ク)′違1僚供糸たとデータ′乏†.‡を1対のケ

ーブルで子‾+▲`なうためのインタフ_L--てであり,電｢言11機に-24

Vを薪㌣-‾にIノ,線粍航杭40日までイかモー叶絶とLている‥

旭.さ.柑各スイ･ソナヒLては,I｡j鵜り血子,1路に仙川するメか抜∴1､(

を他州L/二SWMヒ,内拙十‖/J二旭.i方1略とLて川し､JっれるCMOS

しComplementary MetalOxide Semiconductor)′1‾に/一てイツ子

ケリ三淡したSWBかい戊ノノている.

ボタンー屯.i一千装i;√■二はり事】人`i一に.i‾占グ‾)什鵬.;州iiで,二のは縦仏唯グ)

旭川を′壬けるか,装;;-'ト7)j血ijlロス亡ユJ.J線グ‾)分机･∴】二かレ:〕端末屯

一子.r掘軽重で1dB以‾卜とされ,適.i.I〕Jl旨葺二の舶不■.ゝいr拭i止する必安か

本電話機

‾｢〒

KB

MFS

HFU

DHU

TSU

COU

SBC

PO〉イ

KBC

PGU

皿

【王ヨ

_
+

注二暗譜説明

SWM(スイッチマトlトリクス)

局線又は COU(局線ユニット)

PBX内線 DTR〕(チータ送受信ユニット)

LIF(ラインインタフェ】ス)

ドアホン子機

外部保留音

放送結合装置

外部NKスイッチ

SWB(スイッチボード)

POW(電源装置)

SBC(シングルホードコンピュータ)

SRD(信号受信分配器)

KTC(ボタン電話コントローラ)

MFS(多周波信号センダ)

P(;〕(ページンクユニット)

DHU(トアホンユニット)

HFU(ハンズフリーユニット)

KB(キーポート)

TS〕(トーンユニット)

KBC(キーポートコントローラ)

DSS(ワンタッチダイヤル)

PBX(構内交換電話)

NK(夜間切替)

図3 中継方式図 汎用8ビットマイクロプロセッサが全体をコントロールするシステムで,データ書込み用キーボード付き及び外部電池を付加できること

が特長である.
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ある｡二のため,局線通話路にはメカ凋+l.‡をJIJい無根火にj吐

いものとした(,内線柑互通話主格とLては,総柄作､一夫装_卜か

ご-〕CMOSを佃川Jした｡

3.2 機能及び-性能

ノ〔に-f･ボタンノ定言活は多機能化が大きな特kで,約60故椎にノ女

ぶ機能か付加できる_′ ニッ)うち従来のボタンJL主三話装‾;iヂ】て'は

不可能であったが,今k州詞発した｢ETシリーズ+で細めて実

現したサービス名を表2に示す｡

特に,短縮ダイヤル,可変知締げイヤルはハ肝ドゥェアを

必要としない新サービスで,好｢汗を得ている｡

竜二/▲ボタン電話｢ETシリーズ+の件能を表3にホす｡二れ

らの作能は,[-†本電仁言`iE訪公社の技術鵜準を捕り上している｡,

田 構造及びデザイン

4.1 ボタン電話機のデザイン

電話機の外観は先の図1にホしたが,′i‾は言-i.I機は通話hユ1路網

のほか制御L那各､川根選択ボタン,保留才などのサ【ビス械能

ボタン,各種二状態を表ホするランプ,スピーカ,マイクロホ

ンなどから構成される｡二のテサイン設計には､し1)操作什,

(2)斬新件,(3)小け子化の3′串+ニポイントをおいた｡

デザインは,日立‾製作所グ)研′死所が中心となってまとめた

が,決定までには,顧客,ディー【ラ【,社内など多くの人々

の意比を募り,製品にf如火させた｡

デザイ ンの持氏を二人に述べる｡

しぃ 外観形状

外観形ご伏を国内最′トの200mm帖に抑えて,全休をフラット

な感じにまとめ,下血をテーパにすることにより,′､ンドセ

表2 電子ボタン電話｢ETシリーズ+で実現した新サービス

従来のボタン電話機では実現Lなかった各種の新Lいサービスを示Lており,

機能的にみると電子PBX並みと言える｡

項 機 能 名 内 容

l
相手番号再発信

(ラストナンバー+ノダイヤル)

最後にダイヤルLた相手番号を再度ダイヤル

する場合,再発信ボタンを押せば自動的にダ

イヤルできる._.

2 可変 某豆 縮 ダイ ヤル

電話機ごとに短絹ダイヤルが川箇所までセッ

トでき.また,変更も電話機ことに自由にで

きる｡

3 固 定 短 縮 ダイ ヤル
システム共通に失豆絹ダイヤルが川0箇所までセ

ットできる｡

4 オ ン フ
ック ダイ ヤル

送受器をかけたままダイヤルができ,相手が

応答したら送受器をとって通話できる1-

5 PB/‾DP自 動 選 択

局線が回線ダイタル式でもプッシュホン式で

も,また混用Lても自由に使用できる(電話

孝幾はすべてプッシュダイヤル)｡

6 サ ー ビ ス ク ラ ス
ボタン電話機ごとに局線発信を規制できる

(超特甲､華甲の6種炬)｡

7 長 時 間 通 話 警 報
一定時間=z分,3分などl分単位の設定可)
以上の長電話に対L,時間経過書を出すこと

ができる.二

8 局 線 自 動 転 送

局線を転送するとこき,内線通話後特殊ボタン

操作により相手方はなんら手乗作しないで局線

の転送が受けられる｢.

9 内線コールウエイティング

局線保留状態で内線呼出しをLた場合,相手

が話L中でも相手日宇出しを行なえるようにセ

ットできる｡

10 内 線 3 者 通 話
内線通話は3人まで通話に参加でき,会議通

話ができる､.

ll 内 線 呼 出 し
操作方法によりトーン呼出Lと音声呼出Lが

併用できるコ

】2

13

内 線 代 表

ホットライン

内線をグループにL,代表呼出Lができる.-.

代表番号にかかってきた電話は空いている電

話機を自動的に選択する‥

2台のボタン電話機を直通で條用できる｡

14

15

スピーカ受言古

そ の 他

相手の書声をスピーカで聞く ことができる､.

自動保留,保留音送出,ページング.不在転

送.リセットコール,テナントなど

注:略語説明 PB//DP(プッシュボタン/回転ダイヤル)

電子ボタン電話システム｢ET一シリーズ+187

表3 電子ボタン電話｢ETシリーズ+の定格,性能 性能及び定格

は,日本電イ言電話公社の技術基準を満足している

機種
項 目

ET--616 ET 8Z4 ETIZ32 ET-1664 巨T-2064

局線系通話路

内線系通話≡格

メカ接点 一段接続
電子音妾点CMOS 一段手妾続

配 線 方;去

(主装置一電話磯)
2対スター接示琉

制 御 素 子
マイクロプロセッサ 主装置:8ビット×2佃

電話横:4ビット×り回

局 線 信 号 形 式 PB//DP(i昆在も可)

内 線 線;賂 抵 抗 400(ループ)

王芸 境 条 件 温度0′-､-40ロC,湿度20へ85% 自然空冷式

ウソ

エフ

アト

処 理 方 式 シングルスレッド形 内部処理

状 態 図 分離形1犬態遷移図
三五

アセンブラ

電

言古

横

ダ イ ヤ ル 押Lボタンダイヤル

ボ タ ン ノンロック式

大 き さ 幅200二く奥行215×高さ88(rnr†1)

大 き さ
幅560×

奥行300

高さ760

幅740X奥行3DO:く 幅740>ご.奥行300ニ/
王

装

置

(Illr¶)
高さ了60 高さ】′200

最大消費電力 190VA 250VA 310VA 530VA l570VA
l‾‾l‾うokg重 量 65kg 75kg 80k蔓 l15kg

システムイ土様の設定 主装置キーボードの操作

一機種名

i i 替

i i 幹i

i i i i 雷
＼▼【-/

外線ボタン･ランプ 機能ボタン

図4 ｢ETシリーズ+のシートキーボード例 配置は操作性を考慮L

て機能ブロックにまとめているこ.

ソトセの-ト体感を粗鋼し,コンパクトで降伏な新Lいイメ【

ジにLてある.′

(2)棟 作件

シMトキーボードの才采用により,これまでのブ､ソシュボタ

ン式ではできなかった推作部のフラット化を実:呪した｡すな

わち,図4に示すように印刷による切線,内線,機能別ボタ

ンの色分けと,使用歩則空を考慮したボタン軋列により操作作

をlTり卜させるとともに,フラット化により表ホ,ランプ

(LED:発光ダイオード)の視認件を高め,ダイヤル郎は18胤

シートキーボート部は8伎の傾斜角を権化土Lているr図1参

照)｡,如二,シート由のマlソト加工によって,血接文rj'二のこ方込

みか可能である｡一一‾方,ハンドセットの新しいデザインを行

ない筐体との空さ合性を高めるととい二,筐体の高さが88mmと

極めて薄形にしてある｡,

(3)カラーーリング

オフィスインテリアや,その他関連機器との調和をもたせ

新しく明るいアイポリーホワイトのカラーを採別している｡

シuトキーボード部分は,ブラック系の色でまとめ,デザイ

ンポイントに留意してし､る｡

(4)シートキーボード部のバリエーションによって,電イ▲ボ

タンシリーズとしての統一一イメージを作り山すととい二,共

通化による設計と生産性のf㌻理化がなされている｡
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4.2 主装置の構造,実装

上装Lぎこの外観,構造放び内部実装例を図5(a),(b)に′Jこす｡

_L三業Ei′工には,電源部,シ11ル形ボタン蓄う芯地(停電時地溝
付値哨)を含め,電J′･パッケージ頬が実装される｡本シリー

ズのうちET-616,824,1232はMDF(十他紙骨芸)を内臓し,

ET･-1664,2064は,本体とMDFを別儀追とするが七装荷と一

体化できる､ET-1232以‾Fは七装置r勺部に端イ▲枇が実装され

ているLつ また,すべてグ)主装置にはデ【タ投入朋のキーボー

ドか一枯木実装されている.｡

8 プログラム構成

本装帯は,ハードウェアのコスト低手械及び同日寺動作制御を

谷易にするため,マイクロプロセッサを各部に使補するマル

チプロセ､ソサ方式を採用している｡

したがって,各マイクロプロセッサに対応するプログラム

も主装置,電話機に分散して収零される｡

主装置に収容されるプログラムとしては,‾交換処理を含む

主装置全体の処理を行なう主7しログラム(SBC:32kバイト),

電話機とのデータ伝送を制御する伝送処理プログラム(KTC:

16kバイト)がある｡また,電話機に収容するプログラムと L

ては,電話機のデータ伝送,ボタン情幸臥 ランプ情報処手堅を

分担する電話機処理プログラム(TELCPU:2kバイト)があ
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H A J T

(クロック割込待ち)

区ほ 電子ボタン電話｢ET

シリーズ+主装置外観及

び実装(ET-1232の例)

各機種とも同一イメージの外

観となっており,内部にデー

タ書込み,変更用のキーボー

ドが初期実装されている(寸

;去,重量は表3参照)｡

図6 プログラム構成

プログラムは,主プログラム

は32kバイト,伝送処‡里プログ

ラムは柑kバイトで構成される(｢

り,二れらがシステム全体を制御している｡

-ト7ロブラムには,交挽処J叩プログラムとシステムデータ.1‡こ

ぅムみプログラムとがあるr,また,大別しで交枚処理など処王里

要求発生時に実行されるプログラムと､【目1線＼:i:工祁乙,データ伝

送,ボタン及びランプ情報処理など,:右j訓的に実行されるプ

ログラムがあり,実行レベルとLて前者はベースレベル,後

者はノ刷込みレベルとLている｡

プログラム構成を図6にホす｡

t司 結 言

以_L,新製品の電十ボタン電話システム｢ETシリーズ+の

概要について述べたが,OA(オフィスオートメーション)志

】/りの昨/ト,端末通信設備も従来とは異なり,デザインや操作

性が睦めて轟要な要素となってきており,本｢ETシリーズ+

の設計には,特にこの点を配旛Lてある｡

デザインは,日.古二製作所の研究所が主体となってまとめた

が,二れについて椎々グ)御肋言をいただいた顧寄各位に対し

厚〈御礼申しLげる｡

幸いにして,二のデザインが大変好評を得ており,今後病

院,ホテルなどを除いたすべての中′ト規模事業所向け電話設

備として,また,大規模事業所でもPBXの内線側付属設備と

して,広く用いられることが期待される｡




